
は
じ
め
に

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
寛
永
八
年
に
出
版
さ
れ
た

『

庭
訓
往
来
註』

は
、
江
戸
期
に
数
多
く
出
版
さ
れ
た

『

庭
訓
往
来』

注
釈
書
の

嚆
矢
的
立
場
に
あ
り
、
そ
の
後
の
注
釈
書
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

(

１)

。
そ
の
よ
う
な
書
で
あ
り
な
が
ら
作
者
名
は
不
明
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
は
、
こ
の

『

庭
訓
往
来
註』
が
そ
れ
以
前
の

『

庭
訓
往
来』

の
注
釈
書
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を

探
り
、
本
書
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
面
か
ら
作
者
像
が
浮
か
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
小
稿
が
対
象
と
す

る
一
本
は
、
横
山
重
氏
が
所
蔵
さ
れ
、
後
に
長
谷
川
端
氏
が
古
書
展
に
て
買
い
求
め
ら
れ
、
近
年
、
稿
者
が
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
旧
蔵
者
に
因
ん
で

｢

長
谷
川
本｣

と
称
す
る
。
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一
、
長
谷
川
本
の
書
誌

庭
訓
往
来
註

上
下
二
巻
二
冊

整
版

寛
永
八
年
刊

出
版
者
不
明

[

書
名]

上
下
二
巻
本
。
上
巻
は
一
月
よ
り
四
月
往
状
ま
で
、
下
巻
は
四
月
返
状
よ
り
十
二
月
返
状
ま
で
で
あ
る
。
外
題
は
、
上
下
巻
と
も

題
簽
を
欠
き
未
詳
。
上
巻
一
丁
表
に
序
題

｢

庭
訓
往
来
序｣

、
二
丁
表
に
巻
首
題

｢

庭
訓
徃
来
註
上｣

、
四
十
九
丁
表
に
尾
題

｢

庭
訓

抄
巻
之
上
終｣

。
下
巻
一
丁
表
に
巻
首
題

｢

庭
訓
徃
来
註
下｣

、
五
十
五
丁
表
に
尾
題

｢

庭
訓
鈔
巻
之
下
終｣

、
版
心
書
名

『

庭
訓
抄

上

(

下)』

。
巻
首
題
を
採
っ
て
本
書
の
書
名
を

『

庭
訓
往
来
註』

と
称
す
る
こ
と
は
、
先
学
に
於
い
て
定
着
し
て
い
る

(

２)

。
後
方
で
紹

介
す
る
本
に
原
題
簽
が
残
っ
て
い
て

｢
庭
訓
徃
来
註
上｣

と
あ
る
。
な
お
、
上
述
し
た

｢

往
来｣

・｢

徃
来｣

、｢

抄｣

・｢

鈔｣

の
表
記

違
い
は
原
の
ま
ま
で
あ
る
。
原
の
表
記
を
生
か
せ
ば
書
名
を

｢

庭
訓
徃
来
註｣

と
表
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
通
行
の
書
名
表
記

・

｢

庭
訓
往
来
註｣

を
踏
襲
す
る
。
な
お
、
原
本
の

｢
註
上｣

と

｢

註
下｣

の
文
字
は
大
き
さ
が
異
な
る
。

[

刊
記]

下
巻
五
十
五
丁
裏
中
央
に

｢

寛
永
八
年
八
月
吉
辰
日｣
と
あ
る
。

[

装
訂]

表
紙
は
栗
皮
色
。
四
つ
目
綴
じ
。
上
下
巻
共
に
相
当
に
擦
れ
た
状
態
。
下
巻
綴
じ
糸
に
切
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

寛
永
八
年
版
の
異
版

(｢

二
、
異
版
に
つ
い
て｣

参
照)

に
於
い
て
も
栗
皮
色
の
表
紙
、
上
下
二
冊
本
で
あ
り
、
多
少
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
美
濃
判
縦
型
の
版
型
な
ど
外
形
は
、
一
見
、
寛
永
八
年
版
と
区
別
が
つ
か
な
い
。
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[

書
式]

『

庭
訓
往
来』

の
各
月
の
各
状
ご
と
に
先
に
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
施
注
語
を
摘
記
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
注
が
、
本
文

よ
り
や
や
小
さ
め
の
字
で
刻
ん
で
あ
る
。
状
本
文
は
一
面
十
八
字
詰
め
、
九
行
、
注
釈
部
分
は
文
字
に
大
小
が
あ
り
一
定
し
な
い
が

お
よ
そ
二
十
五
〜
二
十
七
字
詰
め
、
二
十
五
行
。
施
注
語
の
頭
に
は
丸
印
を
付
す
。
上
巻
が
四
月
往
状
ま
で
で
あ
る
の
は
、
注
釈
量

が
偏
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

[

寸
法]

(

上
巻)

表
紙

(

痛
み
の
少
な
い
中
央
を
測
定)

縦
二
十
七
・
七
糎

横
十
八
・
八
糎
。

匡
郭

(

四
周
単
辺)

縦
二
十
一
・
九
糎

横
十
七
・
二
糎

[

蔵
書
印｣

上
巻
第
一
紙
の
序
題

｢

庭
訓
往
来
序｣
の
下
方
に
丸
印
。
印
面
中
央
に

｢

専
徳
寺｣

、
右
に

｢

越
後｣

、
左
に

｢

西
海｣

と
三
行
に

刻
ん
だ
黒
印
を
横
匡
郭
上
に
押
し
、
印
の
右
方
は
見
返
し
に
掛
か
る
。
す
な
わ
ち
割
印
で
あ
る
。
丸
印
の
下
方
に

｢

専
徳
寺
蔵｣

と

楷
書
体
で
墨
書
。
四
十
九
丁
表
の
尾
題
前
の
余
白
下
方
に
巻
首
の
と
同
じ
丸
黒
印
。
裏
表
紙
の
見
返
し
喉
寄
り
下
方
に

｢

よ
こ
山｣

の
単
辺
長
方
朱
印
。｢

越
後
西
海｣

は
か
つ
て
新
潟
県
西
頸
城
郡
に
あ
っ
た
村
。
現
在
は
糸
魚
川
市
。

下
巻
も
上
巻
同
様
第
一
紙
の
同
箇
所
に
同
じ
丸
印
と
墨
書
が
あ
り
、
そ
の
右
手
見
返
し
に
上
巻
と
同
じ

｢

よ
こ
山｣

の
朱
印
、
五

十
五
丁
表
尾
題
前
の
余
白
に
同
じ
丸
黒
印
。
五
十
五
丁
裏
の
刊
記
の
左
下
方
匡
郭
に
沿
っ
て

｢

赤
木
山｣

の
単
辺
長
方
朱
印
。

[

そ
の
他]

虫
損
少
な
く
、
版
面
は
美
。
小
口
書｢

上(

下)

庭
抄｣

と
墨
書
。
利
用
頻
度
の
高
か
っ
た
こ
と
が
角
の
痛
み
具
合
か
ら
分
か
る
。

長
谷
川
氏
注
文
の
帙

(

芥
子
色)

を
備
え
る
。
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二
、
異
版
に
つ
い
て

こ
の

『
庭
訓
往
来
註』

に
異
版
の
あ
る
こ
と
は
既
に
吉
井
始
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る

(

３)

。
吉
井
氏
は

一

寛
永
八
年
板

田
中
博
士
所
蔵
本

二

寛
永
八
年
板
・
寛
永
十
六
年
板
系
統

三

無
刊
記
版

亮
�
本
・
敦
賀
屋
本
系
統

と
、
三
種
の
系
統
を
紹
介
さ
れ
た
。
氏
の
研
究
を
元
に
稿
者
の
調
査
分
を
加
え
て
説
明
を
進
め
た
い
。

吉
井
氏
は
、
自
身
の
家
蔵
本
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ら
れ
、
上
巻
十
四
丁
裏
の
三
月
往
状
の
日
付
が

｢

三
月
七
日｣

と
あ
る
も
の

と

｢

三
月

日｣

と
空
欄
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
面
に
限
っ
て
み
れ
ば
第
一
行
三
字
目

｢

隨｣

の

｢

月｣

の

部
分
が

｢

日｣

と
あ
る
も
の
と

｢

月｣

と
あ
る
も
の
と
に
分
か
れ
、
第
三
行
三
字
目

｢

傍｣

の
つ
く
り
が

｢

立｣

に

｢

方｣

、
第
六

行
目

｢

謹｣

の
横
線
が
一
本
足
り
な
い
等
の
違
い
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
読
み
仮
名
の
濁
点
の
打
ち
方
に
も
違
い
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
の
例
示
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
氏
が
対
校
本
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
田
中
初
夫
氏
の
蔵
書
で｢

田
中
本｣

と
称
し
て
稿
を
進
め
ら
れ
た
。
吉
井
氏
が
指
摘
さ
れ
た
相
違
点
を
長
谷
川
本
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
長
谷
川
本
は
、
田
中
本
と
一
致

す
る
。
稿
者
が
手
元
で
見
る
こ
と
の
出
来
た

『

往
来
物
大
系
第
８
巻』

(

石
川
松
太
郎
氏
監
修
、
大
空
社
、
一
九
九
二
年)

所
収

｢

謙
堂

文
庫
藏
本｣

、『

古
典
資
料
12
庭
訓
抄』

(

鈴
木
棠
三
氏
解
題
、
す
み
や
書
店
、
一
九
七
〇
年)

所
収

｢

国
会
図
書
館
藏
本｣

も
田
中
本
と

一
致
す
る
。
こ
の
状
況
か
ら

｢

三
月
七
日｣

と
あ
る
版
が
正
し
い
版
と
し
て
流
布
し
、｢

三
月

日｣

と
空
欄
に
な
っ
て
い
る
吉
井

本
が
特
異
な
版
と
の
推
測
が
可
能
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
推
測
は
早
計
の
よ
う
で
あ
る
。
吉
井
氏
は
、
吉
井
本
の
覆
刻
版
と
考
え
ら
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れ
る
寛
永
十
六
年
版
を
紹
介
し
て
い
る
。

東
京
家
政
学
院
大
学
図
書
館
に
は
寛
永
十
六
年
版
が
二
部
蔵
さ
れ
て
い
る
。
共
に
吉
井
氏
寄
贈
本
で
あ
る
。
一
部
は
、
上
下
巻
を

合
綴
し
た
も
の
で
吉
井
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(

小
稿
で
は
ａ
本
と
略
称
す
る)

。
も
う
一
部
は
上
下
二
冊
本
。
お
そ
ら
く
吉

井
氏
は
、
論
文
発
表
後
に
入
手
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

(

ｂ
本
と
略
称
す
る)

。
ち
な
み
に
ｂ
本
に
は

｢

岡
田
眞
之
藏
書｣

の
朱
印
を
押

す
。
今
、
ｂ
本
を
紹
介
す
れ
ば
栗
皮
色
表
紙
の
上
下
二
冊
本
。
寸
法
も
八
年
版
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
八
年
版
と
見
間
違
う
外
形
で
あ
る
。

下
巻
五
十
五
丁
表
尾
題
の
後
に

｢

寛
永
十
六
巳

(

マ
ヽ)

／
卯
霜
月
吉
辰
日｣

の
刊
記
。
三
月
往
状
の
日
付
は

｢

三
月

日｣

。｢

日｣

上
部
の

空
白
部
分
に
墨
で

｢
七｣
と
補
う
。
な
お
、
ａ
本
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
稿
者
の
知
る
限
り

｢

三
月

日｣

と
あ
る
本
文
は
存
在

し
な
い
。
故
に
八
年
版
吉
井
本
の
版
下
の
不
備
に
よ
る
も
の
か
と
推
測
し
た
も
の
の
、
不
備
で
あ
れ
ば
覆
刻
の
際
、｢

七｣

の
字
を

補
わ
な
か
っ
た
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
十
六
年
版
は
、
八
年
版
と
は
刊
記
の
位
置
が
変
え
て
あ
り
、
そ
の
変
え
る
手
間
に
較
べ
れ
ば

｢

七｣

一
文
字
を
補
う
こ
と
は
た
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、｢

三
月

日｣

の
ま
ま
な
の
は
不
備
で
は
な
く

｢

三
月

日｣

と
伝
え

る

『

庭
訓
往
来』

の
伝
本
に
依
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
以
後
の
出
版
に
於
い
て

｢

三
月

日｣

と
空
欄
の
も
の
は
、
稿
者

未
見
。
こ
こ
に
、
寛
永
八
年
版
の

『

庭
訓
往
来
註』
に
吉
井
本
系
と
田
中
本
系
の
二
系
列
が
確
認
で
き
た
。
稿
者
は
田
中
本
は
未
見

で
あ
る
こ
と
か
ら
小
稿
で
は
田
中
本
に
替
え
て
長
谷
川
本
を
以
て
稿
を
進
め
た
い
。

さ
て
、
寛
永
八
年
版
の
長
谷
川
本
と
吉
井
本
は
、
上
記
の
如
く
異
版
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
が
ら
、
下
巻
は
同
一
版
で
あ
る
。

両
本
の
特
徴
が
完
全
に
一
致
す
る
。
例
え
ば
四
十
一
丁
表
の
下
辺
匡
郭
に
注
目
す
る
と
二
行
目
行
末
の
文
字

｢

平｣

の
縦
線
が
匡
郭

に
掛
か
り
、
匡
郭
が
三
角
形
に
削
ら
れ
て
あ
り
、
七
行
目
の
行
末
文
字

｢

皆｣

の
下
方
部
分
は
匡
郭
に
重
な
る
こ
と
か
ら
匡
郭
が
文

字
の
左
右
で
切
り
取
っ
て
あ
る
。
ま
た
、
九
行
目
の

｢

ス｣

、
十
行
目
の

｢
ノ｣

、
十
一
行
目
の

｢

テ｣

の
各
左
に
伸
び
た
部
分
が
匡

郭
に
掛
か
っ
て
い
て
そ
の
部
分
の
匡
郭
が
削
り
取
っ
て
あ
る
等
、
版
面
の
在
り
様
が
重
な
る
如
く
一
致
す
る
。
こ
の
面
に
限
ら
ず
、
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文
字
と
匡
郭
の
関
係
は
全
て
一
致
し
、
上
記
謙
堂
文
庫
藏
本
や
国
会
図
書
館
藏
本
と
も
一
致
す
る
。
上
巻
は
、
下
辺
匡
郭
の
状
態
が

同
じ
よ
う
な
箇
所
も
あ
り
、
全
く
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。

こ
の
寛
永
八
年
版
の
版
下
と
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
上
記
十
六
年
版
と
は
異
な
る
版
の
も
の
が
二
部
存
在
す
る
。

や
は
り
、
吉
井
氏
寄
贈
の
東
京
家
政
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。
一
部
は
、
亮
�
な
る
人
物
の
識
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
吉
井
氏

が
亮
�
本
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
亮
�
本
は
、
栗
皮
色
表
紙
の
上
下
二
冊
本
で
形
態
は
長
谷
川
本
、
吉
井
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

字
形
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
版
下
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
月
往
状
の
日
付
は

｢

三
月
七
日｣

と
あ
り
、

長
谷
川
本
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
亮
�
本
に
は
印
刷
上
の
独
自
な
点
が
あ
る
。
吉
井
氏
は
、
下
巻
五
十
一
丁
表
に
二
箇
所
、
行

末
の
文
字
が
下
辺
匡
郭
内
に
収
ま
り
き
ら
ず
匡
郭
を
鍵
形
に
と
び
だ
さ
せ
て
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
は
み

出
し
は
上
巻
に
も
存
在
す
る
。
四
十
九
丁
表
四
行
目
の
行
末
文
字
は

｢

屋｣

、
次
の
行
の
末
字
は

｢

招｣

で

｢

マ
子
キ｣

と
振
り
仮

名
が
あ
る
。
そ
の
部
分
の
長
谷
川
本
や
吉
井
本
は

｢

キ｣

の
斜
線
の
先
端
が
匡
郭
に
掛
か
る
た
め
、
匡
郭
を
多
少
削
っ
て
文
字
を
収

め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
亮
�
本
は

｢
屋｣
と

｢

招｣

の
下
の
匡
郭
を
少
し
ば
か
り
鍵
形
に
下
げ
て
こ
れ
ら
の
文
字
を
収
め
て
い

る
。
こ
の
上
下
巻
の
鍵
形
の
匡
郭
は
、
亮
�
本
が
長
谷
川
本
等
寛
永
八
年
刊
の
刊
記
の
あ
る
版
と
は
異
な
る
版
で
あ
る
こ
と
を
示
す

証
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
は
み
出
し
で
は
な
い
も
の
の
、
下
辺
匡
郭
を
見
較
べ
る
と
上
巻
に
於
い
て
は
長
谷
川
本

に
近
い
箇
所
も
吉
井
本
に
近
い
箇
所
も
あ
り
、
下
巻
に
於
い
て
も
完
全
に
一
致
は
し
な
い
。
本
書
に
は
刊
記
が
な
い
こ
と
か
ら
そ
の

出
版
年
は
未
詳
な
が
ら
識
語
が
上
下
巻
に
残
さ
れ
て
あ
り
、
識
語
の
一
部
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(

上
巻)

于
時
寛
永
十
八
／
二
月
十
二
日
二
巻

亮
�(

花
押)

(

下
巻)

時
于
寛
永
拾
六
暦
／
夏
中
下
旬

亮
�(

花
押)

吉
井
氏
は
、
こ
の
上
巻
・
下
巻
は
書
誌
的
観
点
か
ら
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
上
下
二
巻
二
冊
本
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
刊
行
は
寛
永
八
年
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よ
り
十
六
年
の
夏
ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
た
。
刊
記
の
な
い
点
は
惜
し
ま
れ
る
も
の
の
、
本
書
は
、
原
題
簽
を
保
持
し
て
い
る
点
に

於
い
て
極
め
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
表
紙
左
に
刷
り
題
簽
で

｢

庭
訓
徃
来
註
上｣

と
あ
る
。
下
巻
は
欠
。

も
う
一
部
は
吉
井
氏
が
敦
賀
屋
本
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
月
往
状
の
日
付
、
上
下
巻
の
匡
郭
は
み
出
し
の
諸
点
に

於
い
て
亮
�
本
と
一
致
す
る
も
の
の
、
独
自
に
木
記
が
存
在
す
る
。
木
記
は
、
裏
表
紙
見
返
し
左
下
方
に
子
持
枠
で

｢

京
四
条
坊
門

通

敦
賀
屋
久
兵
衛｣

と
あ
る
。
な
お
、
木
記
内
に

｢

智
□

(｢

門｣

構
え
に

｢

工｣)｣

の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
吉
井
氏
は
、
敦
賀
屋

久
兵
衛
の
出
版
活
動
か
ら
見
て
本
書
は

｢

寛
永
年
間
の
刊
行
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う｣

と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
補
修
さ
れ
た
表

紙
の
下
に
亮
�
本
と
同
じ
表
紙
が
あ
り
、
同
じ
題
簽
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

(

４)

。

こ
こ
ま
で
の
諸
本
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

長
谷
川
本

吉
井
本

亮
�
本

敦
賀
屋
本

題
簽

(

未
詳)

(

未
詳)

庭
訓
徃
来
註
上

庭
訓
徃
来
註
上

刊
記

寛
永
八
年

寛
永
八
年

(

無
刊
記)

(

無
刊
記)

出
版
者

(

未
詳)

(

未
詳)

(

未
詳)

京
四
条
坊
門
通
／
敦
賀
屋
久
兵
衛

三
月
往
状
日
付

三
月
七
日

三
月

日

三
月
七
日

三
月
七
日

上
巻
匡
郭
は
み
出
し

無
し

無
し

有
り

有
り

下
巻
匡
郭
は
み
出
し

無
し

無
し

有
り

有
り

匡
郭
寸
法

(

上
巻
糎)

二
一
・
九
×
一
七
・
二

二
一
・
八
×
一
七
・
〇
〇

二
二
・
二
×
一
七
・
一
九

二
二
・
一
×
一
七
・
二
五

上
巻
の
み
の
比
較
に
な
る
が
、
同
一
版
木
に
よ
る
印
刷
で
も
後
印
本
ほ
ど
匡
郭
の
寸
法
が
縮
ま
る
の
で
あ
れ
ば
亮
�
本
が
最
も
早
い
印

刷
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
程
度
の
差
は
乾
燥
な
ど
保
存
状
況
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
印
刷
順
序
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
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で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
亮
�
本
の
表
紙
寸
法
は
二
七
・
九
×
一
九
・
三
糎
で
、
長
谷
川
本
の
二
七
・
七
×
一
八
・
八
糎
に
対
し
て
や
や
大
き

い
こ
と
は
見
た
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
に
版
下
を
同
じ
く
す
る
と
推
測
さ
れ
る
三
種
の

｢

庭
訓
往
来
註｣

が
存
在
す
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
に
し
て
長
谷
川
本
、
吉

井
本
、
亮
愈
本
・
敦
賀
屋
本
の
形
に
至
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
元
和
版
と
推
定
さ
れ
る
無
刊
記
整
版
本
の
存
在
が
言
わ
れ
も
し

て
い
る
が

(

５)
、
そ
の
存
在
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

三
、
古
注
の
紹
介

今
回
取
り
上
げ
た
寛
永
八
年
版
の
『

庭
訓
往
来
註』

以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『

庭
訓
往
来』

の
注
釈
書
を

｢

古
注｣

と

称
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、
稿
者
が
理
解
し
て
い
る
の
は
三
種
類
で
あ
る
。

○
真
名
抄

｢

真
名
抄｣

は
そ
の
名
称
の
と
お
り
、『

庭
訓
往
来』

の
本
文
を
適
宜
区
切
り
、
注
を
真
名
の
双
行
で
施
す
。
各
伝
本
に
特
定
す
る

書
名
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
真
名
抄
で
あ
る
こ
と
か
ら

｢

真
名
抄｣

と
呼
称
し
て
仮
名
書
き
の
注
釈
書
と
区
別
す
る
。
従
来
、

｢

旧
抄｣

と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
稿
者
が
調
査
し
た
伝
本
は
十
数
本
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
国
会
図
書
館
蔵
の
一
本
の
み
所

蔵
者
に
よ
る

｢

佐
貫
注｣

の
呼
称
が
あ
る
。
諸
本
を
見
較
べ
る
と
本
文
に
も
抄
の
部
分
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
二
系
統
に
大
別

で
き
る
が
更
に
細
か
く
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。｢

真
名
抄｣

の
成
立
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
詳
。
ほ
と
ん
ど
室
町
末
ま
で
の
書
写
。
一

本
の
み
慶
長
十
二
年
の
書
写
年
を
明
ら
か
に
す
る

(

静
嘉
堂
文
庫
蔵)

。

○
私
記
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｢

私
記｣

は

『

庭
訓
往
来』

の
本
文
は
持
た
ず
、
施
注
語
を
摘
記
し
、
注
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
記
す
。
稿
者
が
知
る
伝
本
は
、

天
理
図
書
館
蔵
本

『

庭
訓
私
記』

天
正
十
年

(

一
五
八
二)

写
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
藏
本

『

庭
訓
徃
来
私
記』

慶
長
三
年

(

一

五
九
八)

写
の
二
本
で
あ
る
。
本
文
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
天
理
本
は
、『

竹
柏
園
蔵
書
志』

(

佐
佐
木
信
綱
氏
編
、
一
九
三
九
年)

に
奥
書
部
分
の
写
真
入
り
で
紹
介
が
あ
り
、
史
料
編
纂
所
蔵
本
は
、
昭
和
十
六
年
の
影
写
本
で
、
原
本
所
蔵
者
は
別
で
あ
る
。

○
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵

『

庭
訓
往
来
抄』

本
書
は
、
施
注
語
を
摘
記
し
、
注
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
記
す
。
形
式
は

｢

私
記｣

と
同
じ
な
が
ら
、
内
容
は

｢

真
名
抄｣

に

｢

批
判
修
訂
を
加
え
た
も
の｣

(

石
川
謙
氏

『

古
往
来
に
つ
い
て
の
研
究』

一
一
三
頁
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
九
年)

で
あ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
つ
い
て
稿
者
は
、
ま
だ
、
そ
の
性
格
を
紹
介
で
き
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
書
写
年
代
は
未
詳
。
江
戸
初

期
前
後
か
。｢

相
賢
案｣

の
付
箋
・
書
入
が
あ
る
。
相
賢
は
清
原
氏
の
人
物
か
と
推
測
す
る
も
の
の
確
証
は
な
い
。
同
種
の
伝
本
は

他
に
不
明
で
、
現
在
孤
本
。

右
に
紹
介
し
た
三
種
の
他
に
古
活
字
版
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
古
活
字
版

実
は
今
回
取
り
上
げ
た
寛
永
八
年
版

『

庭
訓
往
来
註』

に
は
前
身
が
あ
る
。『

庭
訓
往
来
註』

の
注
釈
部
分
は
既
に
古
活
字
版
で

出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
活
字
版
は

『

庭
訓
往
来』
の
本
文
は
持
た
ず
、
施
注
語
を
摘
記
し
て
注
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で

施
す
。
一
見
す
る
と
こ
ろ

｢

寛
永
八
年
版｣

の
注
釈
内
容
は

｢
古
活
字
版｣

そ
の
も
の
で
あ
る
。
故
に

｢

寛
永
八
年
版｣

は
、｢

古

活
字
版｣

に

『

庭
訓
往
来』

の
本
文
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
対
校
し
て
み
る
と
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
し
か

し
、
古
活
字
版
に
は
異
版
が
あ
り
、
異
同
は
、
稿
者
が
用
い
た
版
と
は
異
な
る
版
に
依
る
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
課
題

で
あ
る
。
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伝
本
に
東
洋
文
庫
蔵
本

(

改
装
外
題

｢

庭
訓
抄｣)

が
あ
る
。『

国
書
総
目
録』

に
よ
る
と

｢

古
活
字
版｣

は
、
東
洋
文
庫
の
ほ
か
龍

谷
大
学
、
阪
本
龍
門
文
庫

(

下
巻
の
み)

、
旧
安
田
文
庫
が
所
蔵
す
る
。
稿
者
は
、
龍
谷
大
学
蔵
本
を
展
覧
会
場
に
て
目
に
す
る
機
会

が
あ
っ
た

(｢

日
本
出
版
文
化
史
展
' 96
京
都｣

於
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
六
年
二
月)

。
当
本
は
、
四
周
双
辺
で
半
葉
十
二
行
で
あ
り
、

東
洋
文
庫
蔵
本
が
四
周
単
辺
、
半
葉
十
三
行
で
あ
る
の
と
は
異
な
る
版
で
あ
る
。
稿
者
未
見
の
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
は
、
同
文
庫
の

『

善
本
書
目』
に
よ
る
と
龍
谷
大
学
本
と
同
版
の
よ
う
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬
氏
著

『

古
活
字
版
之
研
究』

に
著
者
蔵
本
の
図
版
が
掲

載
し
て
あ
り
、
そ
れ
も
四
周
双
辺
十
二
行
本
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
の
よ
う
な
四
周
単
辺
、
半
葉
十
三
行
本
に
つ
い
て

『

古
活
字

版
之
研
究』

は
触
れ
て
い
な
い
。
十
三
行
本
と
十
二
行
本
の
違
い
は
行
数
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
字
詰
め
も｢

毎
行
約
二
十
六
字｣

(『

岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅱ』
二
九
〇
頁)

に
対
し
て
二
十
四
、
五
字
で
あ
り
、
ま
た
、
文
字
の
異
な
る
箇
所
が
僅
か
な
が
ら
見
ら

れ
る
。
一
、
二
の
例
を
挙
げ
る
と
二
丁
表
の
内
題

｢

庭
訓
抄
巻
之
上｣

が

｢

庭
訓
鈔
巻
之
上｣

と
、
施
注
文
二
行
目

｢

諸
郷
達｣

が

｢

諸
卿
達｣

と
あ
る
。
古
活
字
版
は

｢
元
和
・
寛
永
頃
の
刊
行｣

(『

古
活
字
版
之
研
究』

七
一
二
頁)

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

四
、
序
文
の
特
色

さ
て
、
こ
の

『

庭
訓
往
来
註』

(

以
下

｢

寛
永
八
年
版｣
と
略
称)

は
、
そ
れ
以
前
の

『

庭
訓
往
来』

の
注
釈
書
す
な
わ
ち
古
注
と

較
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
の
か
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、｢

寛
永
八
年
版｣

の
前
身
と
し
て

｢

古
活
字
版｣

が
存

在
す
る
こ
と
は
上
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、｢

寛
永
八
年
版｣

の
特
色
を
探
る
こ
と
は

｢

古
活
字
版｣

の
特
色
を
探

る
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
今
回
、
比
較
す
る
古
注
は

｢

真
名
抄｣

と

｢

私
記｣

の
二
種
と
す
る
。
始
め
に
序

文
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。『

庭
訓
往
来』

は
二
十
五
通
の
書
状
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
書
状
が

『

庭
訓
往
来』
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の
本
文
で
あ
る
。
当

｢

寛
永
八
年
版｣

は
、
そ
れ
ら
本
文
の
施
注
に
先
立
っ
て
巻
頭
に
序
文
を
加
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
序

文
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

凡
例

序
文
全
文
を
左
記
に
紹
介
す
る
。

字
体
は
一
部
を
除
い
て
現
行
字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
を
打
っ
た
。

振
り
仮
名
の
位
置
が
原
本
と
多
少
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

振
り
仮
名
・
付
訓
に
疑
問
の
あ
る
場
合
も
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

振
り
仮
名
の
繰
り
返
し
符
号

｢
�
�｣

は

｢

ヽ
ヽ｣

で
示
し
た
。

丁
数
は
○
オ
、
○
ウ
の
如
く
示
し
た
。

説
明
上
私
に
改
行
し
、
番
号
を
付
し
た
。

１
オ

①
庭
訓
往
来
序

②
夫ソ

レ

仏
法
ブ
ツ
ホ
ウ

王
法
ワ
ウ
ボ
ウ

ヲ
修ヲ
サ

ム
ル
事
ハ
仁
義
礼
智
信
ヲ
宗ム
子

ト
ス
。
竊
ヒ
ソ
カ
ニ
以
ヲ
モ
ン
ミレ
ハ
従
二

文ブ
ン

武ブ

之
二
字
一

興
ヲ
コ
ツ
テ
五
常
之
源
ミ
ナ
モ
トヲ
顕
ア
ラ
ワ
シ
タ
リ
。
故
何
ト
者
、

文ブ
ン

者
仁
義
礼
之
三
列レ
ツ

ヲ
兼カ

子
、
武フ

者
智
信
之
二
儀ギ

ヲ
示シ
メ

ス
。
爰コ
ヽ

ヲ
以
テ
三
国
伝
燈
デ
ン
ト
ウ

ス
。
所-

謂

イ
ワ
ユ
ル

文
者
仏
法
ヲ
建
立
コ
ン
リ
ウ

シ
滅
罪
メ
ツ
ザ
イ

生
善
之

巨コ

益ヤ
ク

也
。
武
者
是
レ

王
法
之
荘カ
サ

リ
也
。
強
敵
ガ
ウ
テ
キ

ヲ
静シ
ツ

メ
、
国
衙ガ

ヲ
護ゴ

念子
ン

シ
、
群グ
ン

集
シ
ユ
ウ
ヲ
糺
タ
ヾ
ス
也
。
就
ツ
ヒ
テ

�

中
ナ
カ
ニ
、
文
道
ヲ
嗜
タ
シ
ナ
ム者
ハ
月
氏
グ
ワ
ツ
シ

ノ
照セ
ウ

堯ゲ
ウ

、

震シ
ン

且ダ
ン

ノ
魏ギ

文ブ
ン

、
日
域
ジ
チ
イ
キ

ノ
聖
シ
ヤ
ウ

徳ト
ク

也
。
是レ

等ラ

ノ
先
徳
セ
ン
ド
ク

ハ
依テ
�

文
ブ
ン
ニ
世
属
シ
ヨ
ク
ヲ
刷
カ
イ
ツ
ク
ロフ
也
。
為ス
ル二

文ヲ

盛
サ
カ
ン1

則
ハ
又
王
法
昌
サ
カ
ン
也
。
為ス
ル二

文ヲ

猛
タ
ケ
ク一

則
ハ
国

家
弥

イ
ヨ
ヽ
ヽ

豊ブ

饒
ニ
ヨ
ウ
也
。
頗
ス
コ
フ
ル武
士
ハ
惟コ

レ
、
天
地
陰
陽
イ
ン
ヤ
ウ

相
生

サ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ノ
時
ハ
衆
人
無シ
�

病
ヤ
マ
ヒ
。
励ハ
ゲ

マ
シ
テ
可キ
�

学
マ
ナ
ブ
ハ
文ブ
ン

、
嗜
タ
シ
ナ
ン
テ
ル不

�

捨ス
テ

ハ
武ブ

也
。
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③
中ナ
カ

比コ
ロ

、
天
台ダ
イ

山
ニ
独
ヒ
ト
リ
ノ
学カ
ク

匠
シ
ヤ
ウ
在リ

。
名
ヲ
玄ゲ
ン

恵ヱ

法
印
ホ
ウ
イ
ン

ト
云
。
生
国
ハ
羽ウ

州ノ

人
也
。
久
ク
比ヒ

叡ヱ
イ

山
ニ
学
特
カ
ク
ド
ク

シ
ケ
リ
。

④
或ル

時
、
禁キ
ン

中
へ
被サ
レ

�

召メ

、
年
来
之
学カ
ク

１
ウ
問モ
ン

ニ
奇キ

特ド
ク

有ル

事
ヲ
御ゴ

所シ
ヨ

望マ
ウ

有ル
�

之レ

刻
キ
サ
ミ
、
庭
中
テ
イ
チ
ウ

ニ
テ
一
巻
ク
ワ
ン
ノ
書
札
シ
ヨ
サ
ツ

ヲ
染ゼ
ン

筆ヒ
ツ

ス
。

⑤
見
給
ハ
十
二
月
ヲ
兼カ

子

而テ

、
潜
ヒ
ソ
カ
ニ
法ハ
ツ

度ト

ヲ
顕
ア
ラ
ハ
ス
也
。

⑥
御ミ

門カ
ト

、
此
ノ

文フ
ミ

ヲ
叡
覧
ヱ
イ
ラ
ン

在
テ
則
チ

庭
訓
徃
来
ト
名
付
給
ヒ
シ
也
。

⑦
王
法
世
法
森シ

ン

羅ラ

万
像
マ
ン
ザ
ウ

ハ
如
二

星
ホ
シ
ノ

列
ツ
ラ
ナ
ル二

カ
、
如
二

日
月
明ア
キ
ラ
カ
ナ
ル

一

カ
也
。
末
世
ノ
諸
人
、
以
二

此ノ

抄
シ
ヨ
ヲ一

為
�

鏡
カ
ヽ
ミ
ト、
仁
義
礼
智
信
ヲ
覚
マ
ナ
ビ
ヱ
ン
。
猶
々

愚グ

昧マ
イ

ノ
教
言
ケ
ウ
ゲ
ン

ノ
為
タ
メ
ニ

注シ
ル

シ
功ク

能ノ
ウ

ヲ
加ク
ワ

ヘ
タ
リ
。
身ミ

終
オ
ワ
ル
マ
テ
莫
ナ
カ
レ二

忘
失
マ
ウ
シ
ツ

一

而ノ

巳ミ

。

｢

古
活
字
版｣

(

東
洋
文
庫
蔵
本)

と
の
異
同

序
文
に
於
け
る

｢

寛
永
八
年
版｣
と
｢

古
活
字
版｣

と
の
異
同
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
行
目

｢

庭
訓
往
来
序｣

の
序
題
は

｢

古
活
字
版｣

に
無
し
。

５
行
目

｢

震
且
ノ
魏
文｣

は

｢

震
且
ノ
山
魏
文｣

６
行
目

｢

頗
ス
コ
フ
ル

｣

は

｢

頗
ル｣

８
行
目

｢

禁
中
ヘ｣

は

｢

禁
中
ニ｣

極
め
て
僅
か
な
異
同
で
は
あ
る
も
の
の
全
く
の
同
文
で
は
な
い
。
殊
に

｢

庭
訓
往
来
序｣

と
序
題
を
置
い
た
こ
と
は
、
体
裁
を
整
え

て

｢

寛
永
八
年
版｣

を
出
版
し
た
い
と
い
う
編
者
の
姿
勢
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、｢

震
且
ノ
山
魏
文｣

の

｢

山｣

を
取
り
除
き
、

前
後
の
文
章
の
調
子
を
整
え
、
振
り
仮
名
が
断
然
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
読
者
層
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
に
挙

げ
た

｢

寛
永
八
年
版｣

の

｢

古
活
字
版｣

と
の
異
同
が
異
版
の

｢

古
活
字
版｣

に
依
っ
た
た
め
の
現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
。
稿
者
は

異
版
の
調
査
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
こ
こ
で
は

｢

古
活
字
版｣

と
の
異
同
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
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序
文
の
特
色

こ
こ
に
記
さ
れ
た
事
柄
は

｢

寛
永
八
年
版｣

の
主
張
で
は
あ
る
も
の
の

｢

古
活
字
版｣

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら

｢
古
活
字
版｣

の
主
張
で
も
あ
る
。
文
章
は
②
ま
で
と
③
以
下
と
に
大
別
で
き
よ
う
。
②
の
部
分
は
、
序
文

(

本
書
と
言
い
換
え
ら
れ

よ
う
が)
執
筆
者
の
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。｢

仏
法
王
法｣

を
統
治
す
る
の
は

｢

仁
義
礼
智
信｣

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
仏
教
も
王
法
も
儒
教
を
大
本
と
す
る
の
が
最
善
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
③
に
至
っ
て

『

庭
訓
往
来』

の
作
者

に
触
れ
、
④
⑤
⑥
で

『

庭
訓
往
来』

成
立
の
由
来
を
説
き
、
⑦
で
末
世
ノ
諸
人
は
こ
の
抄
を
鏡
と
し
て
仁
義
礼
智
信
を
学
ぶ
こ
と
を

勧
め
、
そ
し
て

｢

愚
昧
ノ
教
言
ノ
為
注
シ
功
能
ヲ
加
ヘ
タ
リ｣

と
注
釈
執
筆
の
動
機
を
述
べ
て

｢

莫
忘
失
而
巳｣

と
文
を
閉
じ
て
い

る
。
こ
の
叙
述
か
ら
注
釈
は
少
な
く
と
も
儒
教
を
第
一
義
と
す
る
知
識
人
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
施
注
内
容
と
合
わ
せ

て
検
討
し
た
い
。
な
お
、
③
に
あ
る
玄
恵
法
印
の
生
国
を
羽
州
と
す
る
点
は
他
に
見
え
な
い
情
報
で
あ
る
。
こ
の
情
報
の
典
拠
が
判

明
す
れ
ば

｢

寛
永
八
年
版｣

そ
れ
は

｢
古
活
字
版｣

と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
執
筆
者
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

が
未
詳
で
あ
る

(

６)

。

と
こ
ろ
で
、｢

真
名
抄｣

に
も

｢

私
記｣

に
も
、
特
に

｢

序｣

と
は
断
っ
て
い
な
い
が
序
に
相
当
す
る
記
述
は
存
在
す
る
。
し
か

し
、｢

私
記｣

に
は
、
右
の
③
以
下
の
作
者
や
成
立
の
由
来
等
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
②
に
相
当
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
。
一

方
、｢

真
名
抄｣

に
は
②
に
相
当
す
る
記
述
も
存
在
す
る
。
序
文
の
構
造
と
し
て
は

｢

真
名
抄｣

に
似
て
い
る
。
勿
論
、
②
で
語
ら

れ
て
い
る
内
容
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
両
序
文
の
構
造
の
類
似
は
注
意
点
と
考
え
る
。
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五
、
注
の
特
色

次
に

｢
寛
永
八
年
版｣

の
注
の
特
色
を
見
て
い
き
た
い
。
今
回
は
、
正
月
往
状
・
返
状
の
注
を
紹
介
し
、
そ
の
注
が
そ
れ
ま
で
の

『

庭
訓
往
来』
の
注
釈
書
す
な
わ
ち
古
注
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
言
う
観
点
か
ら
そ
の
特
色
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

正
月
往
状
・
返
状
の
注
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
注
釈
部
分
の
全
文
翻
刻
で
あ
る
。
原
本
は
、
各
状
の
第
一
番
目
の
施
注

語
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
第
二
番
目
以
降
に
は
施
注
語
の
頭
に
丸
印
を
付
し
て
施
注
語
で
あ
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
し
て
あ
る
。

こ
こ
で
は
私
に
各
施
注
語
に
番
号
を
付
し
、
改
行
し
た
。
翻
刻
の
方
針
は
、
先
の
序
文
と
同
じ
で
あ
る
。｢

エ
ボ
シ｣

・｢

ヱ
ボ
シ｣

の
他
、
疑
問
の
箇
所
も
原
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
私
に
句
読
点
を
打
ち
、
丁
数
の
表
示
は
省
略
し
た
。
今
回
、
比
較
に
用
い
た
古

注
は
次
の
も
の
で
あ
る

(

７)

。

｢

真
名
抄｣

東
洋
文
庫
蔵

『

庭
訓
之
鈔』

｢

真
名
抄｣

と
略
称
。

｢

私
記｣

天
理
図
書
館
藏

『

庭
訓
私
記』

｢
私
記｣

と
略
称
。

な
お
、
施
注
文
に
於
い
て
は

｢

古
活
字
版｣

と
の
間
に
異
同
は
な
く
、
あ
る
の
は
表
記
違
い
や
誤
植
で
あ
る
。

注
の
紹
介

【
一
月
往
状
】

１
春
始

ハ
ル
ノ
ハ
シ
メノ
御
悦
ヨ
ロ
コ
ビト
云
事
、
正
月
朔
日
ノ
御
節セ
チ

会ヱ

也
。
子
ノ
日ビ

ノ
祭
マ
ツ
リ
ト
云
リ
。
彼
祭
ハ
内タ
イ

裏リ

ニ
テ
諸
卿
達タ
チ

集
ア
ツ
マ
ツテ
二
枝ヱ
ダ

ノ
松マ
ツ

ヲ
面
々
ニ

持
テ
一
日
ノ
辰タ

ツ

ノ
時
ニ
神
歌
ヲ
詠
ヒ
政
マ
ツ
リ
ヲ
シ
給
フ
也
。
根子

引ビ
キ

ノ
松
ナ
レ
バ
子
ビ
キ
ト
云
ン
ト
テ
子
ノ
日
ト
云
ナ
リ
。
是
ヲ
春
ノ
始
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ノ
御
悦
ト
云
ツ
ヾ
ケ
タ
リ
。

２
貴
方
ニ
向
テ
祝
ト
云
ハ
、
其
年
ノ
遊ユ

年
ノ
方
ト
云
方
ア
リ
。
其
方
ハ
目
出
度
方
也
。
彼
方
ヨ
リ
年
徳ト
ク

来
ル
ト
也
。
去
レ
ハ
正
月
ノ

神
ハ
女
體タ

イ

也
。
盤バ
ン

古ゴ

大
王
ノ
乙
姫
ヲ
ト
ヒ
メ

ナ
リ
。
本
地
文
殊ジ
ユ

師シ

利リ

菩ボ

薩サ
ツ

ナ
リ
。
正
月
ノ
神
ト
成
給
フ
。
名
ヲ
ハ
待
達
神

タ
イ
ダ
ツ
ジ
ン

ト
申
奉
ル
。
彼カ
ノ

神

ノ
遊ア

ソ

ビ
玉
フ
方
也
。
彼カ
ノ

方
ニ
ハ
正
月
ニ
ハ
疾
ク
向
テ
一
切
ノ
祈キ

誠せ
イ

ヲ
ス
ル
也
。
去
程
向
二

貴
方
一

ニ
ト
ハ
云
。

３
富フ

ツ

貴キ

万
福
バ
ン
ブ
ク

猶ナ
ヲ

以テ

幸
甚
カ
ウ
ジ
ン

ト
云
事
モ
、
ツ
ヽ
シ
ミ
政
マ
ツ
リ
ヲ
ス
レ
ハ
如
�

此
富
貴
万
福
幸
ヒ
甚
ア
リ
ト
也
。
甚
ト
云
ハ
イ
ク
バ
ク
ト
云
ン
ト

テ
也
。

４
抑

ソ
モ
ヽ
ヽ

歳
ト
シ
ノ

初
ハ
シ
メ
ノ

朝
拝
テ
ウ
ハ
イ

者
、
抑
ト
云
詞
コ
ト
バ
ヽシ
バ
ラ
ク
ト
謂ユ
ウ

言
也
。
歳
ノ
初
ノ
朝
拝
ト
云
事
ハ
正
月
一
日
ニ
先
神
明
シ
ン
メ
イ

ヲ
拝ヲ
ガ

ム
也
。

５
朔
日
ト
ハ
、
ツ
イ
タ
チ
元
三
ハ
三
日
也
。
凡
正
月
一
日
ヨ
リ
七
日
迄マ

デ

ハ
異イ

名
ア
リ
。
一
日
ヲ
鶏
日
ト
云
、
二
日
ヲ
狗
日
と
云
、
三

日
ヲ
猪
日
ト
云
、
四
日
ヲ
羊
日
ト
云
、
五
日
ヲ
牛
日
ト
云
、
六
日
ヲ
馬
日
ト
云
、
七
日
ヲ
人
日
ト
云
ナ
リ
。
各
此
七
日
ノ
間
ニ
蓄チ

ク

獣ジ
ユ

出
来
也
。
毎ツ
子

ニ
皆
恙
ツ
ヽ
ガ
ナ
ク
政
事
在
也
。
取
分
七
日
ヲ
人
日
ト
云
事
ハ
人
ノ
成
始
リ
タ
ル
日
ナ
リ
。
五
節せ
ツ

供ク

ノ
第
一
ト
ス
ル
也
。

彼
�

コ
ナ
カ
キヲ
食
ス
ル
事
万
草
成
長
ノ
故
ナ
リ
。
或
説
ニ
曰
ク
、
昔
ム
カ
シ

天
竺
テ
ン
ヂ
ク

仏
性
国
ニ
一
ノ
大
外
道
ア
リ
。
名
テ
大
曇ド
ン

王
ト
云
リ
。
三
界ガ
イ

ニ
ア
ラ
ユ
ル
所
ノ
大
外
道
也
。
仏
神
三
宝
王
法
ヲ
穢ケ
ガ

シ
妨
サ
マ
タ
グル
者
也
。
ソ
ノ
国
ニ
在
ス
加
璃リ

帝テ
イ

王
ト
申
ス
彼
王
、
此
曇
王
ヲ
責せ

メ
殺
コ
ロ
シ

テ
肉ニ
ク

ヲ
還
丹
ゲ
ン
タ
ン

ト
云
薬
ニ
練子
ツ

テ
国
土
ノ
人
民
ニ
与ア
タ

ヘ
玉
フ
。
是
ヲ
食
服
ス
ル
ニ
人
民
悉
ク
若
キ
ニ
帰
リ
、
病
ア
ル
者
ハ
即
治
ヘ
、
其

ヨ
リ
国
土
豊ブ

饒子
ウ

ニ
シ
テ
長
命
富
貴
也
。
其
ヨ
リ
請
ケ
続ツ
ヒ

テ
三
国
ニ
是
ヲ
用
ナ
リ
。
七
日
ニ
七
種
ノ
�
コ
ナ
カ
キス
ル
事
、
彼
大
曇
王
カ
肉
皮

ヲ
切キ

リ

集
ア
ツ
メ
テ
肉ニ
ク

還
丹
ゲ
ン
タ
ン

ニ
せ
シ
姿
也
。
是
ヲ
五
節
供
ノ
始
ニ
シ
テ
一
切
ノ
人
民
ノ
命
ヲ
延
ル
ト
也
。
�
ジ
テ
五
節
供
ハ
曇
王
カ
政
事

ナ
リ
。
正
月
七
日
ヲ
人
日
ト
云
ヒ
、
三
月
三
日
ヲ
仙
源

せ
ン
ゲ
ン

ト
云
、
五
月
五
日
ヲ
ハ
端タ
ン

午ゴ

ト
云
、
七
月
七
日
ヲ
七
夕セ
キ

ト
云
、
九
月
九
日

ヲ
ハ
重
陽

テ
ウ
ヤ
ウ

ト
云
フ
ナ
リ
。
皆
々
其
日
々
々
ニ
子
細
ア
リ
。

６
被

サ
ル
ヽ三

駈カ
リ

二

催
モ
ヨ
フ
人
々
子
日ノ

遊ニ
一

之
間
ハ
、
会
也
。
或
説
ニ
ハ
吾ワ
ガ

朝
ニ
日
ヲ
遣ツ
カ

フ
事
子
ノ
日
ヲ
始
ニ
用
カ
故
ニ
正
月
一
日
ヲ
祭
マ
ツ
ル
ト
云
ナ
リ
。
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諸
卿
内
裏
ヘ
集
テ
歓
喜
会
ト
云
節セ
チ

会ヱ

ヲ
シ
給
フ
ナ
リ
。
子
細
ハ
日
本
紀
ニ
在リ
�

之
。

７
将
又
楊
弓

ヤ
ウ
キ
ウ

雀
ス
ヾ
メ
、
楊
弓
ハ
公ク

卿
ギ
ヤ
ウ
ノ
御
弓
也
。
ア
ヅ
チ
ヲ
九
ノ
杖
ニ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
広
縁
ナ
ト
ニ
テ
射
也
。
ユ
ン
ホ
コ
ハ
三
尺
六
寸
也
。

雀
小
弓
ト
ハ
殿テ

ン

上
人
ノ
態ワ
ザ

也
。
ユ
ミ
ノ
ホ
コ
二
尺
七
寸
ナ
リ
。
的マ
ト

ヲ
四
寸
ニ
シ
テ
中
ニ
ツ
リ
五
間
口
ヲ
イ
テ
射イ
ル

也
。

８
笠
懸

カ
サ
カ
ケ

ノ
事
、
馬
場
バ

バ

ヲ
二
町
半
町
ニ
拵
コ
シ
ラ
ヘテ
中
ニ
溝ミ
ゾ

ヲ
堀
通
ホ
リ
ト
ヲ

ス
ナ
リ
。
溝
ノ
上
下
ニ
馬
打
入
ノ
大
溝
ヲ
ホ
ル
。
其
ヲ
ア
ぜ
リ
ト
云
ナ
リ
。

足
入
ノ
ナ
リ
ハ
三
隅ス

ミ

ニ
ス
ル
也
。
弓
法
ノ
大
事
是
也
。
ア
ヅ
チ
ヲ
最
中
ニ
築ツ
ヒ

テ
的
ヲ
懸
ル
也
。
可
秘
也
。

９
小コ

串グ
シ

之
会
ハ
、
大
弓
也
。
武
士
モ
射
ナ
リ
。
紙
ヲ
四
ニ
畳
タ
ヽ
ミ
テ
六
寸
ノ
ク
シ
ニ
挟
ハ
サ
ミ
テ
立
ル
。
遠
近
ハ
家
々
ニ
依
テ
ユ
ン
杖ヅ
エ

ハ
定
ル
也
。

10
草
鹿
ク
サ
ジ
ヽ

ト
云
事
ハ
、
木
ニ
テ
作
ル
鹿
也
。
又
鶏
ニ
ハ
ト
リノ
形
ヲ
作
テ
雉キ
ジ

ノ
羽
、
山
鳥
ノ
引ヒ
キ

尾オ

ナ
ト
サ
シ
テ
馬
場
バ

バ

末
ヨ
リ
打
ヲ
ガ
ミ
タ
テ
マ
ツ

テ
射イ

ル

ナ
リ
。
片
タ
田
舎
ニ
見
コ
ト
希
ナ
リ
。
芥
鶏
ヲ
タ
ヽ
カ
ハ
シ
ム
ル
ト
云
リ
。
公
家
ノ
君
達
キ
ン
タ
チ

ノ
態ワ
ザ

也
。

11
円
物
マ
ル
モ
ノ

ノ
事
、
マ
ト
ハ
鞠マ
リ

ノ
如
シ
。
上
中
下
ア
リ
。
上
ハ
一
尺
二
寸
、
中
ハ
九
寸
、
下
ハ
七
寸
ナ
リ
。
七
杖
ニ
ア
ヅ
チ
ヲ
築ツ
ク

也
。
去

レ
ハ
近
キ
物
ヲ
円
物
タ
ケ
ト
云
事
是
程
也
。

12
三
々
九
ノ
手タ

夾
バ
サ
ミ
ト
云
事
、
何
ノ
弓
ニ
モ
有
也
。
九
度
ノ
礼
儀
ア
ル
也
。

13
八ツ

的マ
ト

ト
云
コ
ト
、
馬
場
バ

バ

ヲ
六
町
ニ
拵
コ
シ
ラ
へ
、
マ
ト
ヲ
立
ル
也
。
是
ヲ
八
馳ハ
セ

ト
名
ク
。
馬
上
ニ
テ
射イ
ル

也
。
三
騎キ

ニ
テ
射イ
ル

ト
云
説
ア
リ
。

人
間
ノ
八
苦
ヲ
射イ

破ヤ
ブ

ル
ト
云
リ
。
仏
法
ノ
奥
蔵
ワ
ウ
ザ
ウ

ヨ
リ
起
レ
リ
。

14
不
�

能ア
タ

二

腐フ

毫
ガ
ウ
ニ一

、
腐フ

毫ガ
ウ

ト
云
ハ
チ
ビ
タ
ル
フ
デ
也
。
又
毫ガ
ウ

ハ
フ
テ
ト
読
ム
也
。
様
筆
ト
云
ハ
備
ヘ
立
テ
タ
ル
筆
ナ
リ
。
随
筆
ト
云

筆
ヲ
ツ
カ
ヒ
入
テ
快
ク
成
ヲ
云
也
。
フ
デ
ハ
天
竺
ニ
毛
燕

モ
ウ
ヱ
ン

ト
云
フ
画ヱ

書カ
キ

結
ヒ
始
タ
ル
也
。
文
殊
モ
ン
ジ
ユ

ノ
無
明
指ジ

ト
モ
云
ヘ
リ
。

【
一
月
返
状
】

１
改カ

イ

年
之
吉
慶
キ
ツ
ケ
イ

―

(

原
本
に
引
用
省
略
の
符
号
有
り)

、
改
年
ト
云
事
ア
ラ
タ
マ
ル
詞
コ
ト
バ
也
。
又
ア
ラ
タ
マ
ヽ

(｢

古
活
字
版｣

は

｢

ノ｣)

年

ト
云
ヘ
リ
。
年
ト
云
ン
ト
テ
ア
ラ
玉
ト
ツ
ヾ
ク
ル
也
。
枕
詞
ナ
リ
。
年
々
終
々
改マ

ツ

ル
事
ヲ
本
ト
ス
ル
ガ
故
ナ
リ
。
新
春
明
春
ナ
ド
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ノ
類
ナ
リ
。

２
自ジ

他タ

嘉カ

幸カ
ウ

ト
ハ
、
我
人
祝
シ
ユ
ウ

言ゲ
ン

ス
ル
ニ
依
也
。

３
青
陽

セ
イ
ヤ
ウ

ト
云
事
、
正
月
ノ
異イ

名
ナ
リ
。
春
ハ
東
ヨ
リ
来
ル
物
ナ
リ
。
東
ハ
色
青ア
ヲ

シ
。
陽ヤ
ウ

ノ
方
也
。
爰コ
ヽ

ヲ
以
テ
青
陽
セ
イ
ヤ
ウ

ト
続ツ
ヽ

ケ
タ
ル
也
。

４
遊
宴

ユ
ウ
エ
ン

ト
ハ
、
遊ア
ソ

ヒ
戯
タ
ハ
フ
ル
ヽ
事
ナ
リ
。

５
堅
凍

ケ
ン
ト
ウ

ト
云
事
、
カ
タ
キ
冰
コ
ウ
リ
ナ
リ
。
冬フ
ユ

ノ
冰
ト
チ
寒
来
レ
ハ
カ
タ
シ
。
又
立
春

リ
ツ
シ
ユ
ン
ヨ
リ
陽ヤ
ウ

気キ

ヲ
受ウ
ケ

テ
解ト
ク

ル
ナ
リ
。
冰
コ
ウ
リ
解ト

ケ
ヌ
レ
バ
頓ヤ
ガ

テ

霞カ
ス
ミ立タ
ツ

ト
云
ヘ
リ
。
春
ノ
心
ヲ
長
閑
ノ
ド
ケ

ク
云
ン
ト
テ
、
カ
ク
ハ
云
ヒ
ツ
ヾ
ク
ル
ナ
リ
。

６
不
慮リ

ヨ

ト
ハ
、
ヲ
モ
ハ
ザ
ル
外ホ
カ

ノ
コ
ト
歟カ

。

７
百モ

ヽ

手テ

ト
云
ハ
、
都
ニ
五
尺
八
寸
ニ
的マ
ト

ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
遠ト
ヲ

サ
ヲ
卅
三
杖ツ
ヱ

ニ
延
テ
、
ア
ツ
チ
ヲ
払
事
平
地
也
。
諸
侍
裏
打
ニ
縛
リ
袴
ハ
カ
マ
ヲ

著キ

テ
折オ
リ

烏
帽
子
ニ
テ
射イ

�

之
、
三
十
三
人
立
テ
三
十
三
度
ツ
ヽ
射イ

ル
ナ
リ
。
五
尺
八
寸
ノ
内
ニ
寸
法
ヲ
指
シ
テ
一
矢
ツ
ヽ
射
ル
ヲ

達
者

タ
ツ
シ
ヤ

ト
云
ナ
リ
。
正
月
六
日
ニ
御
前
ニ
テ
有
也
。
的マ
ト

矢ヤ

ハ
白
シ
ロ
キ
箆ノ

ニ
白キ

羽ハ

ヲ
付
ツ
ク
ル
也
。

８
蟇ヒ

キ

目メ

ノ
事
、
ヒ
キ
ノ
目
ニ
似ニ

タ
リ
ト
云ヘ

リ
。
或
説
ア
ル
セ
ツ

ニ
ハ
中
比ゴ
ロ

坂
サ
カ
ノ
上
ノ
朝
臣
ア
ウ
ソ
ン

田タ

村ム
ラ

ノ
五
郎
利ト
シ

成ナ
リ

ト
云
シ
人
ア
リ
。
近
江
国

ア
ウ
ミ
ノ
ク
ニ

ノ
鈴ス
ヾ

鹿カ

山ヤ
マ

ニ
立タ
テ

烏
帽
子

エ

ボ

シ

ト
云
大
化
生

タ
イ
ケ
シ
ヤ
ウ

ノ
物モ
ノ

有
。
女
人
ナ
リ
。
大
神
宮
ヘ
参
詣
サ
ン
ケ
イ

ス
ル
者
、
都
ニ
上ノ
ボ

ル
人
ノ
命
イ
ノ
チ
ヲ
取ト

リ
財
宝
ザ
イ
ホ
ウ

ヲ
奪
ウ
バ
ウ
ル
事
狼
藉
ラ
ウ
ゼ
キ

ナ

リ
。
然ル

ニ
内タ
イ

裏リ

ヘ
捧サ
ヽ

ケ
御
賄

ヲ
ン
マ
ヒ
ナ
ヒ
ナ
ン
ド
ヲ
、
ス
ヾ
カ
山
ニ
テ
取
費

ト
リ
ツ
ヒ
ヤ
シ
不
�

備
。
或ル

時キ

院イ
ン

ヨ
リ
勅
使
チ
ヨ
ク
シ

ヲ
以
テ
宣セ
ン

旨ジ

ヲ
被サ
レ

�

下ク
ダ

ケ
リ
。

急イ
ソ

キ
田
村
タ
ム
ラ

ニ
行ユ
イ

テ
、
ス
ヾ
カ
ノ
立
烏
帽
子

タ

テ

エ

ボ

シ

ヲ
殺コ
ロ

シ
テ
参マ
ヒ

レ
ト
ノ
綸
言
リ
ン
ゲ
ン

ヲ
罷
蒙

マ
カ
リ
カ
フ
ムリ
、
利
成
勅

ト
シ
ナ
リ
テ
ヨ
ク
ヲ
大
事
ノ
事
ニ
思
、
急イ
ソ

ギ
彼カ
ノ

山
ヘ
ヨ
ヂ

上
リ
化
女

ケ
デ
ヨ

カ
栖
ス
ミ
カ
ヲ
見ル

ニ
不
�

見ヘ

。
漸
ヤ
ウ
ヤ
ウ有
テ
見
ハ
一
ノ
池
出
現

イ
ケ
シ
ユ
ツ
ゲ
ン
ス
。
其
中
ニ
三
ノ
島
顕
ア
ラ
ハ
レ
出イ
デ

タ
リ
。
名
テ
蓬
莱
宝
丈
瀛
州

ホ
ウ
ラ
イ
ホ
ウ
チ
ヤ
ウ
ヱ
イ
ジ
ウ
ト
云
也
。

彼
三
ノ
島
ニ
殿デ

ン

ヲ
作
リ
渡
リ
殿
ヲ
構
カ
マ
ヱ
テ
此
立
烏
帽
子
住

タ
テ
ヱ
ボ
シ
ス
ム

也
。
彼カ
ノ

所
ヘ
尋
寄

タ
ヅ
子
ヨ
ツ
テ
ミ
レ
バ
舩
橋
絶

フ
子
ハ
シ
タ
ヘ

テ
ナ
シ
。
通
ス
ヘ
キ
便
タ
ヨ
リ
ナ
ク
、
年
月

ヲ
経ヘ

ニ
ケ
リ
。
或
時
田
村
思
案

タ
ム
ラ
シ
ア
ン

シ
出イ
ダ

シ
、
カ
ノ
蟇
目
ヒ
キ
メ

ニ
矢
作
付

ヤ
ヲ
ツ
ク
リ
ツ
ケ
テ
其
中
ニ
玉
章
タ
マ
ヅ
サ

ヲ
書
テ
射
遣
イ
ツ
カ
ハ

シ
テ
ミ
レ
バ
、
頓ヤ
ガ

テ
島シ
マ

ヨ
リ
モ
射
返
イ
カ
ヘ

シ
ケ
リ
。
如ク
�

此ノ

ス
ル
�
度
々
タ
ビ
ヽ
ヽ

也
。
然ル

ニ
彼カ
ノ

タ
テ
ヱ
ボ
シ
ハ
陸
奥
国

ム
ツ
ノ
ク
ニ

ニ
、
キ
リ
ハ
タ
山
ト
云
深
山
シ
ン
ザ
ン

ア
リ
。
件
ク
ダ
ン
ノ
山
ニ
ア
グ
ロ
王
ト
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云
鬼
ア
リ
。
此
鬼
ト
チ
ギ
リ
ヲ
コ
ム
ル
也
。
タ
テ
ヱ
ボ
シ
彼ノ

阿
黒
ア
グ
ロ

王
ニ
契
チ
ギ
ル
ル
事
イ
ブ
せ
ク
ヤ
思ヒ

ケ
ン
。
或
時
文

ア
ル
ト
キ
フ
ミ

ヲ
書カ
ヒ

テ
小
鳥

チ
ヒ
サ
キ
ト
リニ
ク

ハ
エ
サ
せ
田
村

タ
ム
ラ

ガ
前
ニ
落ヲ
ト

シ
ケ
リ
。
利
成
怪

ト
シ
ナ
リ
ア
ヤ
シ
ク
思
テ
取
上
ト
リ
ア
ゲ

ミ
レ
バ
我
ハ
是コ
ノ

世
ヲ
守マ
モ

ル
女
房
子
ウ
バ
ウ

ナ
リ
。
我ガ

夫
ヲ
ツ
ト

阿
黒
ア
グ
ロ

メ
ヲ
殺コ
ロ

シ
給タ
マ

ヘ
カ

シ
。
失ウ

セ

テ
後
勅

ノ
チ
ハ
テ
ヨ
クニ
モ
随
シ
タ
ガ
ヒ
御
身
ニ
モ
チ
ギ
ル
ベ
シ
ト
云
ツ
カ
ハ
シ
タ
リ
。
利
成
嬉

ト
シ
ナ
リ
ウ
レ
シ
ク
思
ヒ
其
後
ハ
油
断
ユ
タ
ン

シ
テ
ン
ゲ
リ
。
彼ノ

鬼
常ツ
子

ニ

島シ
マ

ノ
内ウ
チ

ニ
ア
ル
ヲ
ハ
ヽ
カ
リ
彼ノ

ヒ
キ
メ
ニ
書カ
キ

入
テ
契
チ
ギ
リ
ヲ
謂
遣
イ
ヽ
ツ
カ

ハ
ス
事
如シ
�

此
。
或ア
ル

時
タ
テ
ヱ
ボ
シ
阿ア

黒グ
ロ

王
ヲ
射イ
ヨ

ト
云
ツ
ケ
ア
リ
。

去
ハ
彼
鈴
鹿

カ
ノ
ス
ヾ
カ

ノ
御
前
ニ
仁
対
玉

ニ
ン
タ
イ
ギ
ヨ
ク
ト
云
宝
ヲ
持
ツ
。
彼
珠
カ
ノ
タ
マ

ハ
コ
ヽ
ニ
テ
思
フ
事
云
含
フ
ク
メ
ツ
レ
バ
、
カ
シ
コ
ニ
行ユ
イ

テ
有
々
ノ
マ
ヽ
ニ
云
聞

ス
ル
明
珠

メ
イ
シ
ユ

ナ
リ
。
彼
玉
カ
ノ
タ
マ

ニ
シ
カ
�
�
云
含
フ
ク
メ
テ
田
村
タ
ム
ラ

ガ
方
ヘ
投ナ
ゲ

ケ
レ
バ
飛
行
ト
ビ
ユ
ヒ

テ
、
ノ
ベ
テ
曰
ク
、
明
日
ノ
ア
ケ
ボ
ノ
ニ
阿
黒
ア
ク
ロ

王
コ
ソ

島シ
マ

ノ
面
ニ
出
テ
湖
水
コ
ス
イ

ヲ
詠ナ
カ

ム
ベ
キ
由ヨ
シ

也
。
能
々
子
ラ
イ
寄ヨ
セ

テ
射
殺
イ
コ
ロ

せ
ト
云
リ
。
其
音
僅

コ
エ
ワ
ヅ
カ
ニ
小
虫

チ
ヒ
サ
キ
ム
シノ
鳴ナ
リ

ニ
似ニ

タ
リ
。
余
ア
マ
リ
ニ
田
村
嬉

タ
ム
ラ
ウ
レ
シ

く

難ガ
タ
ク�

有ア
リ

思
ヒ
テ
三
度
礼
拝
ラ
イ
ハ
イ

シ
テ
此
玉
ヲ
戴
イ
タ
ヾ
キ
給
フ
也
。
其
ヨ
リ
人
ニ
忍シ
ノ

ヒ
ヤ
カ
ナ
ル
事
ヲ
玉
札
タ
マ
ヅ
サ

ト
云
習ナ
ラ

ハ
シ
タ
リ
。
去
ハ
田
村
タ
ム
ラ

朝ア
サ

疾ト

ク
池イ
ケ

ノ
ハ
タ
ニ
ヨ
リ
テ
ミ
レ
バ
案ア
ン

ノ
如
ク
阿
黒
ア
グ
ロ

王
ト
思
オ
モ
ハ

シ
キ
鬼ヲ
ニ

ガ
頭カ
シ

ラ
八
ア
リ
。
眼
マ
ナ
コ

多
シ
。
其
身
ハ
五
色
ノ
形
カ
タ
チ

也
。

彼
立
烏
帽
子

カ
ノ
タ
テ
エ
ボ
シ

ヲ
脇ワ
キ

ニ
相
副
ア
ヒ
ソ
ヱ

、
其
外ホ
カ

多
ノ
采
女
サ
イ
デ
ヨ

ヲ
引
具
ヒ
キ
グ

シ
テ
池イ
ケ

ノ
汀
ナ
ギ
サ
ニ
歩
ア
ユ
ミ
出
テ
湖コ

水
ヲ
臨ノ
ゾ

ミ
ケ
ル
時
、
件
ク
ダ
ン
ノ
角
ノ
弓
ニ
神
通
ノ
鏑
矢
カ
ブ
ラ
ヤ

ツ
ガ
ヒ
矢
ツ
ホ
ヲ
指
テ
兵
ト
放ハ
ナ

ツ
。
此
矢
強
ツ
ヨ
ク
行
テ
阿
黒
ア
グ
ロ

ガ
肝キ
モ

ノ
程
ヲ
ア
ヤ
マ
タ
ズ
箆
深
ノ
フ
カ

ニ
射
徹
イ
ト
ヲ

シ
ケ
リ
。
其
マ
ヽ
鈴
鹿
ス
ヾ
カ

ノ
池
ヲ

飛
越

ト
ビ
コ
エ

テ
彼カ
ノ

田
村
タ
ム
ラ

ヲ
属ツ
レ

テ
吾
栖

ワ
ガ
ス
ミ
カ
ヘ
入
テ
夫
婦
フ
ウ
フ

ノ
語
ヒ
ヲ
ナ
ス
ト
云
々
。
其
後
大
神
宮
ヘ
人
参マ
イ

リ
内
裏
ダ
イ
リ

ヘ
モ
捧
サ
ヽ
ゲ
物ノ

無ク
�

恙
ツ
ヽ
ガ
有
シ
ナ
リ
。

鈴
鹿

ス
ヾ
カ

ヲ
語
ヒ
ヨ
セ
ン
ト
テ
田
村
ガ
巧
ミ
出
シ
タ
ル
矢
ナ
リ
。
去
ハ
利
成
ト
シ
ナ
リ

立
烏
帽
子

タ

テ

ヱ

ボ

シ

ヲ
妻ツ
マ

ト
せ
ン
故
ニ
此
矢
ヲ
引
妻
ヒ
キ
メ

ト
云
本
説
也
。

当
時
又
蟇
目

ヒ
キ
メ

ト
云
事
ヒ
キ
ノ
目
ハ
夜
光
物

ヨ
ル
ヒ
カ
ル
モ
ノ
也
。
夜
物
ヲ
見
ル
物
ナ
リ
。
故
ニ
夜
ル
化
生
ノ
物
ヲ
射イ

ル
ト
テ
蟇
目
ヒ
キ
メ

ト
云
ナ
リ
。
昔
ノ

鬼
ノ
眼
也
。
鬼
ノ
眼
ヲ
射イ

ル
ト
云
心
ナ
リ
。
天
竺チ
ク

ニ
黒
�
山

コ
ク
ロ
ク
サ
ン

ト
云
山
ア
リ
。
此
山
ニ
ハ
八
田
鬼

ハ
ツ
デ
ン
キ

ト
云
鬼ヲ
ニ

ア
リ
。
彼カ
ノ

鬼
里サ
ト

ヘ
出
テ
夜

ナ
夜
ナ
人
ヲ
捕ト

ル
事
数
十
人
ナ
リ
。
其
山
ノ
麓
フ
モ
ト
ニ
江
南
カ
ウ
ナ
ン

ト
云
潭フ
チ

ア
リ
。
此
淵フ
チ

ニ
旧
室
婁

キ
ウ
ジ
ツ
ロ
ウ

ト
云
ヒ
キ
ア
リ
。
太フ
ト

ク
タ
ク
マ
シ
キ
事
大

象ザ
ウ

ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
カ
レ
ガ
眼
マ
ナ
コ
ノ光
ル
事
日
月
ノ
光
ル
如
シ
。
或
時
ヲ
カ
ミ
ア
ツ
テ
件
ク
ダ
ン
ノ
鬼
ノ
通
ル
処
ヲ
ニ
ラ
ミ
ケ
レ
バ
眼
ノ
光
ニ

恐ヲ
ソ
レテ
消
失
キ
エ
ウ
セ

ニ
ケ
リ
。
蟇
目
ヒ
キ
メ

ト
云
リ
。
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９
一
種
一
瓶ヘ
イ

者
衆
中
ノ
課
役
賭
引
出

ク
ワ
ヤ
ク
カ
ケ
モ
ノ
ヒ
キ
デ
物ノ

一
種
一
瓶
ノ
事
、
一
種
ハ
樽タ
ル

一
ツ
ヅ
ヽ
。

一
瓶
ハ
花
一
枝
ナ
リ
。

賭
カ
ケ
モ
ノハ
積
物
ナ
リ
。
衆

中
ノ
芸ゲ

イ

ニ
依
テ
ウ
ル
所
ナ
リ
。

引
出
物
ハ
是
又
亭テ
イ

主
ノ
課
ヲ
フ
セ
歟
。

10
万バ
ン

ト
云
ハ
、
一
ツ
二
ツ
カ
ラ
十
ヲ
迄
謂
マ
テ
イ

ハ
ン
為タ
メ

也
。

11
面
謁
メ
ン
エ
ツ

ト
ハ
、
面
ヲ
ツ
ク
シ
テ
、
子
ン
ゴ
ロ
ニ
云
フ
事
ナ
リ
。

寛
永
八
年
版

(

古
活
字
版)

の
特
色

｢

寛
永
八
年
版｣

の
注
の
特
色
は
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず

｢

古
活
字
版｣

の
注
の
特
色
と
言
う
こ
と
に
な
る
が
、｢

真
名
抄｣

及

び

｢

私
記｣

と
対
照
し
た
結
果
、
１
真
名
抄
と
の
直
接
の
影
響
関
係
は
指
摘
し
が
た
い
が
、｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
で

あ
る
、
２
独
自
の
説
話
を
挿
入
し
て
い
る
、
３
書
状
の
書
式
学
習
に
は
関
心
が
無
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
具
体
的
に
見
て
い

き
た
い
。

１

｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係

往
状
の
２
は

｢

貴
方
に
向
か
っ
て
祝
う｣

こ
と
の
注
で
あ
る
。｢

私
記｣

の
注
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

(

私
記)

向
貴
方ニ

ト
ハ
二
説
也
。
一ハ

我
先
親
方
タ
ル
人ヲ

云
也
。
一
義
ハ
其
年ノ

遊
年ノ

方
ヨ
リ

歳
徳
来
給
ヘ
ハ

其
方ヲ

向
貴
方ニ

云
義
有
。
夫
歳
徳

神ハ

盤バ
ン

古
大
王ノ

乙
姫
、
本
地
文
殊ソ

ト
申ス

。
名
ヲ
ハ

待
達
神ト

云
。
彼
神
、
遊ヒ

給フ

方
ナ
レハ

向テ

万ノ

祈
誠
ヲ
申
間
、
向
貴
方
先
祝
申
候ト

云
々
。

｢

寛
永
八
年
版｣

の
注
に

｢

年
徳｣

、｢

盤
古
大
王｣

、｢

乙
姫｣
、｢
本
地
文
殊
師
利
菩
薩｣

な
ど

｢

私
記｣

と
の
共
通
項
が
あ
り
、

｢

私
記｣

の

｢

名
ヲ
ハ

待
達
神ト

云
。
彼
神
、
遊ヒ

給フ

方
ナ
レハ

向テ

万ノ

祈
誠
ヲ
申
間
、
向
貴
方
先
祝
申
候ト

云
々
。｣

と

｢

寛
永
八
年
版｣

の

｢

名

ヲ
ハ
待
達
神

タ
イ
ダ
ツ
ジ
ン

ト
申
奉
ル
。
彼カ
ノ

神
ノ
遊ア
ソ

ビ
玉
フ
方
也
。
彼カ
ノ

方
ニ
ハ
正
月
ニ
ハ
疾
ク
向
テ
一
切
ノ
祈キ

誠せ
イ

ヲ
ス
ル
也
。
去
程
向
貴
方
ニ
ト
ハ

云
。｣

は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
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往
状
の
９
は

｢

小
串
の
会｣

、
11
は

｢

円
物｣

の
注
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る

｢

私
記｣

の
注
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
説
明
が

不
要
な
ほ
ど
両
注
は
似
て
い
る
。

(
私
記)

小
串ノ

会
ハ
大
弓
、
武
士
モ
射
也
。
紙
ヲ
四
ツ
ニ

畳
タ
ヽ
ミ
テ
六
寸ノ

串ニ

挟
タ
バ
サ
ム。
遠
近ハ

家
々
ニ
定ル

也
。

(

私
記)
円
物
ト
ハ
的ハ

如
�

鞠ノ

。
上ハ

一
尺
二
寸
、
中ハ

九
寸
、
下ハ

七
寸
也
。
■ニ

(｢

弓｣

偏
に

｢

丈｣)

ア
ツ
チ
ヲ
築
也
。
去ハ

近キ

物ヲ

円
物
タ

ケ
ト
カ
是
程
也
。(

以
下
省
略)

｢

私
記｣

の

｢
円
物｣

の
注
は
、
右
に
紹
介
し
た
注
の
後
に
更
に
図
入
り
で
続
く
が

｢

寛
永
八
年
版｣

に
そ
れ
ら
は
見
え
な
い
。

ま
た
、
往
状
５
の

｢
朔
日｣

の
注
は
、｢

私
記｣

の
注
を
取
捨
選
択
し
、
ま
た
、
他
の
も
の
を
参
照
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。｢

私

記｣

の
注
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
改
行
し
、
一
部
省
略
し
て
紹
介
す
る
。

(

私
記)

子ノ

日
之
遊
ト
ハ
摂
政
関
白
公
卿
各
正
月
初
子ニ

年
中
風
雨
霜
雪ニ

ヲ
カ
サ
レ
ヌ
様ニ

ト
テ
東ヘ

出
、
三
尺ノ

松ヲ

根
引
ヒ
キ
ニ
シ七
本
合
、
玉
箒
ト

テ
五
色ノ

糸ニ

テ
結イ

座ヲ

掃キ

身ヲ

摩ス
ル

。
意ハ

如
�

松カ

万
歳ノ

齢
可
保キ

也
。

(

中
略
。
菅
丞
相
の
漢
詩
の
引
用
、
子
の
日
に
泰
山
府
君
を
祭
る
謂
わ
れ
、
そ
し
て
こ
の
日
公
卿
が
詩
歌
管
弦
の
遊
び
を
す
る
等
々
の
注

が
続
く
。)

又
正
月
一
日ハ

羊
日
、
二
日ハ

鹿
日
、
三
日ハ

鶏
日
、
四
日
猪
日
、
五
日ハ

牛
日
、
六
日ハ

馬
日
、
七
日ハ

仁
日
ト
テ
七
日ノ

間
畜
類
来テ

毎

日
ツ
ヽ
カ
ナ
ク
祭リ

事
、
賢
王ノ

御
代ハ

有
也
。
七
日
ハ
成
�

人ノ

始ル

日
ナ
レ
ハ
仁
日ト

云カ

。
五
節
供ノ

第
一ト

ス
ル
。

此
日
�

コ
ナ
カ
ケキ

ト
テ
七
草ヲ

集メ

候
草
互ニ

支
度シ

君モ

供
御
有
ト
承ル

。
其
歌ニ

芹
、
ナ
ツ
ナ
、
五
刑
、
田
平
子
、
仏ノ

座
、
ハ
コ
ヘ
、
ス
ヽ
シ

ロ
是ソ

七
草ト

読リ

。

或
説ニ

昔シ

天
竺ニ

大
曇
天
王ト

云ル

大
外
道
有
。
仏
法
妨
サ
マ
タ
ク
ル間
、
加
璃
帝
王
、
此
外
道ヲ

殺シ

肉
遷ゼ
ン

丹ト

云
薬リ

ヲ
練テ

、
此ヲ

服
ス
ル

万
民
若ニ

帰リ

、
病

有
者ハ

即
治シ

、
国
土
大
平ニ

シ
福
寿
増
長
成
故
三
国ニ

渡テ

学テ
�

是ヲ

七
種ノ

�キ

ス
ル
ハ
今ノ

世モ

万
民
延
命
ナ
ラ
ン
故
也
。
返
々
可
祝
子
細
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也
。

実
は

｢

私
記｣

の
こ
の
注
は
、｢

寛
永
八
年
版｣

の
５

｢

被
サ
ル
ヽ三

駈カ
リ

二

催
モ
ヨ
フ
人
々
子
日ノ

遊ニ
一

之
間
ハ｣

に
あ
る

｢

子
日｣

の
も
の
で
あ
り
、

｢
私
記｣

は

｢

子ノ

日｣

と
立
項
し
て
施
注
し
て
い
る
。｢

寛
永
八
年
版｣

は
、｢

私
記｣

の
注
の
う
ち
、
正
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
の

異
名
の
部
分
と
天
竺
の
大
曇
王
の
部
分
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、｢

寛
永
八
年
版｣

の
大
曇
王
の
話
に
あ
る

｢

肉
還
丹｣

は

・

｢

私
記｣

で
は

｢
肉
遷
丹｣

で
あ
る
。
ま
た
、｢

正
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
の
異
名
が
両
書
で
は
異
な
る
。｢

寛
永
八
年
版｣

の
異
名

・

は

｢

真
名
抄｣
と
一
致
す
る
。｢

真
名
抄｣

の
異
名
の
注
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

真
名
抄)

又
自
二

正
月
一
日
七
日
マ
テ

日
定
也
。
鶏
・
狗
・
猪
・
羊
・
牛
・
馬
・
人
。
八
日
曰
二

穀-

日
一

、
見
二

荊
楚
記
ニ一

。
或
書
ニ

云
、

七
日
ヲ

人-

日
ト

云
ハ

五
節
ノ

初
也
。
即
為
二

若
菜
ノ

節
一

。
此
日
以
二

七
種
ノ

菜ヲ
一

作
�

羹
食
�

之
。
則
人
无
二

病-

患
一

也
。

こ
こ
に

｢

真
名
抄｣

と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
出
て
来
た
け
れ
ど
も
こ
れ
だ
け
で
は
典
拠
が

｢

真
名
抄｣

で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。｢

私
記｣

や

｢

真
名
抄｣

以
外
に
参
照
し
た
書
が
存
在
し
た
と
推
測
す
る
。

往
状
10
の

｢

草
鹿｣

に
つ
い
て
の
注
は
他
に
参
照
し
た
書
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。｢

草
鹿｣

に
つ
い
て
の

｢

私
記｣

の
注
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

(

私
記)

草
鹿
ハ
ワ
ラ
茅
ナ
ト
ニ
テ
生
物ノ

形ヲ

作リ

足ハ

ナ
シ
。
頭
カ
シ
ラ
ヲ
ア
ヅ
チ
ヘ
向
ケ
尻ヲ

射
手ノ

方ヘ

ス
ル
。
此
草
鹿
ハ
頼
朝
富
士ノ

巻
狩ノ

稽
古ノ

タ

メノ

故ニ

草
深ク

而
鹿ノ

足
不
見
故ニ

、
ト
ウ
ト
頭
計
作ル

也
。
又
歌
道
ニ
ハ
是ヲ

芥
鶏
カ
イ
ケ
イ

ヲ
タ
ヽ
カ
ワ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
公
家
ニ
ハ
君
達ノ

態
ト

云
々
。

右
の

｢

茅
ナ
ト
ニ
テ
生
物
ノ
形
ヲ
作
リ｣

と
あ
る
と
こ
ろ
を

｢

寛
永
八
年
版｣

は
、｢

木
ニ
テ
作
ル
鹿｣

、｢

鶏
ノ
形
ヲ
作
テ
雉
ノ
羽
、

山
鳥
ノ
引
尾
ナ
ト｣

と
説
明
が
異
な
る
上
に
具
体
的
で
あ
り
、
次
の
頼
朝
に
関
わ
る
話
は
省
略
し
て
芥
鶏
を
紹
介
す
る
。

見
て
き
た
と
お
り

｢

寛
永
八
年
版｣

に
は

｢

私
記｣

の
注
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
も
、
取
捨
選
択
し
た
も
の
も
あ
る
。｢

私
記｣

と
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の
影
響
関
係
を
示
す
箇
所
は
他
に
も
存
在
す
る
が
紹
介
は
省
略
す
る
。｢

寛
永
八
年
版｣

そ
れ
は

｢

古
活
字
版｣

に
つ
い
て
の
こ
と

に
な
る
が
、｢

真
名
抄｣

で
は
な
く

｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
共
に
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
綴
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
当
然
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
参
照
し
た
で
あ
ろ
う

｢

私
記｣

は
、
今
回
使
用
し
た
天
理
図
書
館
蔵
本
の
方

で
あ
っ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

(

注
７
参
照)

の
方
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
参
照
本
の
注
を
修
正
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
第
三
の
伝
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
参
照
本
の
特
定
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
の
断
定
は
控
え
た
い
。

２
独
自
の
説
話

｢

寛
永
八
年
版｣

の
独
自
の
説
話
と
し
て
は
返
状
８
の

｢

蟇
目｣

の
項
に
あ
る
坂
上
の
朝
臣
田
村
の
五
郎
利
成
の
話
が
一
番
に
目

に
付
く
。
と
こ
ろ
で

｢

蟇
目｣
に
は
も
う
一
つ
天
竺
黒
�
山
の
八
田
鬼
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
田
鬼
の
話
は

｢

私
記｣

に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(

私
記)

蟇
目
ト
ハ
天
竺ニ

黒
�
山ト

云
山ニ

八
田
鬼
ト
云
鬼
有
。
里ヘ

出
、
夜
々
人ヲ

取
。
彼
鬼
通ル

路ニ

江
南ト

云
潭フ
チ
ア
リ。
是ニ

旧
歯
�
ト
云
蟇
有
。
太

サ
ハ
大
象ノ

如シ

。
其
鳴
声ト

眼ノ

光
事
日
光ノ

如シ

。
波ニ

ヲ
チ
テ
鬼
神
其
後
不
通
故ニ

夫ニ

学テ

桐
ナ
ト
テ
長
一
尺
二
寸
、
マ
ハ
リ
八
寸
計ニ

作リ

内
裏
ナ
ト
ニ
テ
犬
ヲ
遊
ス
矢
ナ
レ
ハ
祈
祷シ

試
也
。

右
の

｢

私
記｣

の
注
に
は
最
後
に
蟇
目
と
い
う
矢
の
説
明
が
あ
る
け
れ
ど
も

｢

寛
永
八
年
版｣

に
は
こ
の
部
分
が
無
い
。｢

寛
永
八

年
版｣

の
執
筆
者
は
八
田
鬼
の
話
の
お
も
し
ろ
さ
に
惹
か
れ
て
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、｢

寛
永
八
年
版｣

が
こ
の
話
よ

り
も
利
成
の
話
を
紹
介
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
こ
と
は
、
そ
の
分
量
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
執
筆
者
が
説
話
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
中
で
、
取
り
入
れ
て
い
な
い
話
も

｢

私
記｣
に
は
存
在
す
る
。
往
状
８

｢

笠
懸｣

に
つ
い
て
は
頼
朝
の
話
、
返

状
１

｢

目
出
度｣

に
つ
い
て
は
天
の
岩
戸
の
話
、
返
状
７

｢

百
手｣

に
つ
い
て
は
蚩
尤
の
話
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
話
と
言
う
ほ
ど

で
は
な
い
も
の
の
菅
丞
相
、
楊
貴
妃
、
頼
朝
な
ど
が
の
名
が
登
場
す
る
由
来
の
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
全
く
取
り
入
れ
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ら
れ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
か
参
照
本
の
違
い
か
は
未
詳
で
あ
る
。

３
書
札
礼
に
関
心
が
無
い

『
庭
訓
往
来』

は
、
実
生
活
上
の
書
状
の
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
面
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た

語
彙
を
学
ぶ
と
共
に
書
札
礼
を
学
習
す
る
手
本
の
役
割
も
あ
っ
た
。
故
に

｢

真
名
抄｣

に
於
い
て
も

｢

私
記｣

に
於
い
て
も
書
状
の

後
付
け
部
分
の
注
は
詳
細
で
あ
る
。
往
状
の

｢

私
記｣

の
注
を
紹
介
す
る
。

(

私
記)

我
ヨ
リ
上ノ

人
ニ
ハ
表
書ニ

先
、
謹
上
候
人ヘ

ト
書
、
我
ヨ
リ
下ノ

人
ニ
ハ

恐
々
謹
言
、
我
ヨ
リ
上ノ

人
ニ
ハ
正
月ノ

通
ヨ
リ
一
字
上テ

書
、

同
輩
ニ
ハ

正
月ニ

双テ

書
、
下ノ

人
ニ
ハ
正
月
ヨ
リ
一
字
下テ

書
也
。
判
ト
名
ヲ
ハ

貴
方
ヘ
ハ
右
、
卑
イ
ヤ
シ
キ方
ヘ
ハ
左
、
同
輩
ヘ
ハ

墨ヲ

黒ク

真ニ

書ハ

上
カ
リ

也
。
姓ノ

上ニ

官
ヲ
書ハ

京
図
ケ
イ
ト
ノ

意
也
。
此
文
一
部
始
終
官
授
領
氏
計
也
。
名
乗
ハ
不
書
ト
云
々
。

｢

真
名
抄｣

は
更
に
詳
細
で
、
差
出
人
の

｢

藤
原｣

の
姓
の
起
こ
り
ま
で
説
明
し
、
ま
た
、｢

例
え
ば｣

と
し
て
差
出
人
や
宛
所
に

人
物
名
を
挙
げ
て
説
明
に
及
ん
で
い
る
。｢

寛
永
八
年
版｣

に
は
そ
れ
ら
の
注
が
全
く
存
在
し
な
い
。『

庭
訓
往
来』

の
本
文
を
掲
げ

た
箇
所
で
は
書
状
の
差
出
人
名
、
日
付
、
宛
所
は
実
際
の
書
状
の
如
き
位
置
関
係
を
保
っ
て
記
し
て
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
注
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
執
筆
者
が
書
札
礼
の
注
に
関
心
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

今
回
は
、
一
月
の
往
状
・
返
状
の
み
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、

・｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
、

・｢

真
名
抄｣

や

｢

私
記｣

に
存
在
し
な
い
独
自
の
説
話
が
存
在
す
る
、
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・
書
札
礼
に
関
心
が
無
い
、

等
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
色
が

｢

寛
永
八
年
版｣

全
体
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
の
か
、
全
体
像
は
次
稿
で
明
ら
か

に
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
は
執
筆
者
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
考
え
た
い
。
更
に｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、｢

寛
永
八
年
版｣

す
な
わ
ち

｢

古
活
字
版｣

の
注
釈
の
文
章
に
よ
り
近
い
も
の
は

存
在
し
な
い
の
か
、
今
回
参
照
し
な
か
っ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
も
含
め
た
よ
り
正
確
な
調
査
も
課
題
で
あ
る
。
更
に
慎
重

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、｢

私
記｣

の
注
が

｢

古
活
字
版｣

(｢

寛
永
八
年
版｣)

へ
と
流
れ
た
の
か
と
言
う
点
で
あ
る
。

｢

古
活
字
版｣

の
注
は
出
版
さ
れ
る
以
前
に
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、｢

私
記｣

と

｢

古
活
字
版｣

の
成
立
の
前
後
関
係
を
見

極
め
ね
ば
な
ら
な
い
。｢

真
名
抄｣

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
明
ら
か
に
は
そ
の
影
響
関
係
を
認
め
る
に
至
ら
な

か
っ
た
が｢

寛
永
八
年
版｣

(

古
活
字
版)

全
体
を
見
渡
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
次
稿
の
課
題
と
す
る

(

８)

。

注(

１)
｢

嚆
矢
的
立
場｣

は

『

教
科
書
大
系
往
来
編
第
３
巻
古
往
来

(

三)』
(

石
川
謙
氏
編
、
講
談
社
、
一
九
六
八
年
。
参
照
本
は
一
九
七
八
年
第

三
刷)

一
四
二
頁

｢

第
二
二
表

註
本
系
刊
行
の
情
勢｣

に
挙
げ
ら
れ
た

『

庭
訓
往
来
註』

(

当
表
で
は

｢

庭
訓
往
来
抄｣

の
書
名)

の
掲
出

位
置
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(

２)

吉
井
始
子
氏｢

庭
訓
往
来
の
研
究(

そ
の
一)

注
釈
本
系
版
本
に
つ
い
て｣

(『

東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要』

第
４
号
、
一
九
六
四
年
一
二
月)

二
〇
頁
。

(

３)

注
２
文
献
四
〇
頁

｢

附
記｣

。

(

４)

注
２
文
献
二
一
頁
。
な
お
、
渡
辺
守
邦
氏
・
柳
沢
昌
紀
氏

｢

敦
賀
屋
久
兵
衛
の
出
版
活
動｣

(『

江
戸
文
学』

第
一
六
号
、
一
九
九
六
年
一
〇

月)

に
紹
介
さ
れ
た
敦
賀
屋
久
兵
衛
の

｢

刊
記｣

に
依
れ
ば
本
書
の

｢

木
記｣

は

｢
Ｃ｣

に
相
当
す
る
。
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(

５)

奥
野
彦
六
氏

『

江
戸
時
代
の
古
版
本』

(

東
洋
堂
、
一
九
四
四
年)

一
八
一
頁
。
氏
は
、
寛
永
八
年
版
の
諸
本
の
一
つ
と
し
て

｢

庭
訓
往
来

抄｣

を
挙
げ
、｢

こ
の
本
は
無
刊
記
な
る
も
整
版
で
元
和
版
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
刊
記
あ
る
も
の
で
は
こ
れ
が
最
古
版

の
や
う
で
あ
る
。｣

と
注
記
。
川
瀬
一
馬
氏
が

｢

庭
訓
往
来
の
假
名
抄
に
つ
い
て
―
古
往
来
の
研
究

(

そ
の
三)

―

(『

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学

紀
要』

第
一
四
輯
、
一
九
六
〇
年
一
一
月)

の
中
で

｢

真
名
抄｣

、｢

古
活
字
版｣

、｢

寛
永
八
年
版｣

に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

(

６)

二
〇
一
一
年
に
加
藤
愼
一
郎
氏

(

秋
田
市
在
住)

よ
り

｢

玄
恵
は
男
鹿
の
人｣

と
い
う
伝
承
が
あ
る
と
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ

に
紹
介
す
る
。
加
藤
氏
著

『

羽
州
金
沢
古
柵
の
人
伊
藤
直
純』
(

イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
〇
年)

に
記
述
。

(

７)

今
回
使
用
の
二
本
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

東
洋
文
庫
蔵

『

庭
訓
之
鈔』

(

外
題)

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
十
数
本
の
伝
本
間
の
異
同
は
、
今
回
、｢

寛
永
八
年
版｣

の
注
と
の
比
較
に
際
し
て
問
題
と
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
は

な
い
の
で
、
東
洋
文
庫
蔵
の

『
庭
訓
之
鈔』

(

外
題)

を
使
用
す
る
。
こ
の
伝
本
を
用
い
る
の
は
、
真
名
抄
の
伝
本
に
於
い
て
は
珍
し
く
奥
に

当
本
の
書
写
者
あ
る
い
は
所
持
者
と
推
測
さ
れ
る
人
物
の
署
名
が
あ
り
、
巻
首
に
は
持
主
の
識
語
が
あ
る
の
に
因
る
。
尾
題

｢

庭
訓
徃
来
終｣

の
行
末
に

｢

頼
胤

(

花
押)｣

と
あ
る
。
本
文
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
左
に

｢

随
意
也
子
知
足
斎
／
徳
本

(

花
押)｣

。
裏
表
紙
見
返
に

｢

永

松
く
れ
候｣

、
中
央
に
メ
モ
書
き
風
に

｢

是
迄
十
三
章｣

、
左
に

｢

永
松｣

と
同
筆
で

｢

主
随
意

(

以
下

｢

也
子
知
足
斎｣

カ)｣

。
随
意
也
子
知

足
斎
徳
本
と
は
永
田
徳
本
の
こ
と
で
、
随
意
也
子
知
足
斎
は
そ
の
号
で
あ
る
。
徳
本
は
医
術
を
修
め
諸
国
を
歴
訪
し
て
い
た
が
、
甲
斐
に
止
ま

る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
に
甲
斐
の
徳
本
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
大
永
、
享
禄
の
間
武
田
氏
に
寄
居
、
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
病
気
の
折
に
は
薬

を
献
じ
た
。
寛
永
七
年

(

一
六
三
〇)

二
月
一
四
日
没
、
百
十
八
歳
。
徳
本
が

『

太
平
記』

を
読
み
、
ま
た
、
道
春

(

林
羅
山)

に

『

庭
訓』

と

『

太
平
記』

と
を
無
点
に
て
教
え
た
と
伝
え
る

(

加
美
宏
氏

『
太
平
記
享
受
史
の
研
究』

桜
楓
社
一
九
八
五
年)

。
伝
記
、
業
績
に
つ
い
て

は
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
に
於
け
る｢

歴
史
系
企
画
展｣

の
展
覧
会
図
録『

碧
南
の
医
人
展
―
医
聖
徳
本
・
近
藤
坦
平
一
族
を
中
心
に
―』

(

二
〇
一
七
年)

が
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た

｢

徳
本
賛
神
農
画
像｣

は
原
本
の
写
し
で
は
あ
っ
た
が
、
花
押
の
形
状
・
筆
順
が

『

庭
訓
之
鈔』

の
も
の
と
一
致
す
る
。
薄
紙
を
貼
り
付
け
た
改
装
表
紙
の
中
央
に

｢
庭
訓
之
鈔｣

と
墨
書
し
、
そ
の
下
方
に

｢

徳
本

(

花
押)｣
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と
あ
り
、
右
上
方
に
も
小
書
き
で

｢

庭
訓
之
鈔｣

、
小
口
寄
り
に

｢

宗
識
之｣

と
墨
書
。
一
枚
目
喉
寄
り
に

｢

持
主
宗
識
之｣

と
墨
書
。
宗
識

に
つ
い
て
は
未
詳
な
が
ら
一
つ
だ
け
手
が
か
り
が
あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『

古
今
和
歌
集
註
口
伝
抄』

の
奥
に

｢

永
正
丙
子
年
五
月

日

宗
識
書
之｣

と
あ
り
、
こ
の
署
名
の
筆
跡
と
一
致
す
る
。
宗
識
の
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
、
永
正
丙
子
年

(

永
正
十
三
年
・
一
五
一
六)

に
『

古
今
和
歌
集
註
口
伝
抄』

を
書
写
し
た
宗
識
が
本
書
を
所
持
し
、
後
に
徳
本
が
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

天
理
図
書
館
蔵

『

庭
訓
私
記』

天
正
十
年

(

一
五
八
二)

写

本
文
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る

(｢

三
、
古
注
の
紹
介｣

参
照)

。
天
理
図
書
館
蔵
本
の
奥
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(

奥
書)

江
州
弥
高
寺
悉
地
院
此
本
有
ト
云
々

右
此
本
天
正
十
年
仲
春
写
置
申
候
、
悪
筆
至
極
之
条
後
覧
之

嘲
御
恥
ケ
敷
候
ヘ
共
、
子
之
曰
、
以
壺
之
弊
不
損
其
之
金
、
以
書
之
拙
不

廃
其
儀
ト
云
、
任
先
言
如
此
候

持
主
関
東
相
模
国
三
浦
之
住
人
盛
教
坊

な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『

庭
訓
徃
来
私
記』

の
奥
書
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。

慶
長
三
年
正
月
日

於
江
州

惣
持
寺
客
坊
書
写
了
／
日
引
曽
井
之
僧

深
覚

右
奥
書
と
は
別
に

｢

観
音
寺

淨
光
院
什
物｣

の
墨
書
が
あ
る
。

(

８)

鈴
木
棠
三
氏
は

｢

寛
永
八
年
版｣

の
注
釈
の
特
色
と
し
て
読
者
の
興
味
を
惹
く
た
め
の
工
夫
を
挙
げ
、
ま
た
、『

慶
長
見
聞
録』

に
共
通
の

説
話
が
見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る

(

本
文

｢

二
、
異
版
に
つ
い
て｣
の
節
に
挙
げ
た
鈴
木
氏
解
題
書
参
照)

。
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
当
時
の

注
釈
世
界
に
も
広
く
目
を
配
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
面
の
参
考
に
は
鈴
木
元
氏

｢

中
世
和
歌
の
一
環
境｣

(『

鈴
木
淳
氏
・
柏
木

由
夫
氏
編

『

和
歌

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム』

笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年)

、
同
氏

｢

江
戸
初
期
の
学
芸
と
お
伽
草
子

『

塵
滴
問
答』

、
注
釈
を

め
ぐ
っ
て｣

(

徳
田
和
夫
氏
編

『

お
伽
草
子

百
花
繚
乱』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

が
あ
る
。
な
お
、
小
稿
が
取
り
上
げ
た
古
注
と
の
影
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響
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
小
助
川
元
太
氏
の

｢『

庭
訓
私
記』

の
注
釈
説
話｣

(『

説
話
・
伝
承
学』

第
七
号
、
一
九
九
九
年
四
月)

が
あ
り
、
既
に

｢

寛
永
八
年
版｣

と

｢

私
記｣

と
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
、
他
氏
の
研
究
文
献
紹
介
は
割
愛
す
る
。

付
記

長
谷
川
端
先
生

(

中
京
大
学
名
誉
教
授)

に
は
、
貴
重
な
書
籍
の
御
恵
与
の
み
な
ら
ず
成
稿
に
つ
い
て
も
御
教
示
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
東
京
家
政
学
院
大
学
図
書
館
に
は
貴
重
書
の
閲
覧
を
御
許
可
戴
き
、
ま
た
、
閲
覧
に
際
し
お
世
話
に
な
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

47


